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補正予算審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和５年３月１５日（水） 

午前 ９時５８分  開 会 

午前１１時０７分  閉 会 

 

２．場  所   公会堂 第８・９・１０集会室 

 

３．出席委員   委 員 長  佐々木 卓 也   副委員長  下 山 光 義 

委  員  小比類巻 孝幸   委  員  遠 藤 泰 子 

委  員  澤 口 正 義   委  員  小比類巻 雅彦 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

議  長  堀   光 雄 

 

４．欠席委員   なし 

 

５．説 明 員   市長 ほか 

 

６．事務局職員   事務局長  長 根 正 登   議事総務係長  白 銀 壮太郎 

主  査  中 嶋 泰 史 

 

７．案  件   議案第９号から議案第１４号まで及び議案第２９号の計７件 

 

８．会議概要 

佐々木委員長：おはようございます。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、補正予算審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る３月１０日の本会議において、議案第９号から議案第１４号まで及

び議案第２９号の計７件が付託されています。議案１件ごとに審査してまいりたいと思い

ますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第９号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一般会計補正予算

（第８号））を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 
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 財務部長。 

高橋財務部長：議案第９号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一般

会計補正予算（第８号））の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、出産・子育て応援給付金の給付に要する経費のほか、道路

及び各公共施設等に係る除排雪業務に要する経費の予算措置が緊要となりましたので、地

方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分したものであります。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに２億５,４８７万４,０００円の増額補正で、既定

額との累計では２８１億８,３５０万６,０００円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明いたします。 

 １５款の国庫支出金につきましては、出産・子育て応援交付金として２,２２２万６,０

００円を増額しております。 

 １６款の県支出金につきましては、出産・子育て応援交付金として４９８万円を増額し

ております。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として２億２,７６６万８,０００

円を増額しております。 

 次に、３ページの歳出の主なものについて御説明いたします。 

 ４款の衛生費につきましては、出産・子育て応援給付事業費の計上などにより、総額で

３,２３９万２,０００円を増額しております。 

 ７款の商工費につきましては、斗南藩記念観光村に係る除雪業務委託料の増額などによ

り、総額で２４９万１,０００円を増額しております。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持の除雪業務委託料の増額などにより、総額で２

億１,１３２万７,０００円を増額しております。 

 １０款の教育費につきましては、小学校及び中学校に係る除雪業務委託料の増額などに

より、総額で５６１万２,０００円を増額しております。 

 以上が令和４年度三沢市一般会計補正予算（第８号）の概要であります。よろしくお願

い申し上げます。 

佐々木委員長：それでは、質疑を行います。 

 ございませんか。 

 小比類巻委員。 

小比類巻委員：おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 ただいま、補正予算（第８号）の内容について御説明いただきましたが、除排雪に係る

費用、内容についてです。この後の全て１１号まで関わることですが、ここでまずは今年

の除雪・排雪の状況が過年度に比較して、どのような状況だったのか、まずは御説明をお

願いいたします。 

佐々木委員長：答弁願います。 

 土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：除排雪の今年度の状況という御質問にお答えしたいと思いま

す。 
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 今年度は、１１月から除雪の体制を取っております。１１月に関しましては、除雪の出

動回数はございませんでした。１２月になりまして、雪が降りまして、そこから除雪が始

まりました。今年度は１２月に１０センチ超の降雪が１日、２０センチ超の降雪が１日と

いうことで、一応、全業者に出動していただいた回数は２回となっております。１月につ

きましては１０センチ以上が２日、２０センチ以上はございませんでしたが、全業者の出

動回数が６回となっております。２月に関しましては、１０センチ以上が１回、２０セン

チ以上が１回、全業者出動回数が４回と今年度２月までですけれども、一応１２回の全業

者出動回数となっておりまして、実は令和３年度よりもちょっと１回多い形になってござ

います。 

 ただ、今年度、雪が降っていないような状態ではあったのですが、１０センチ以上降っ

た日にちが少ないのですけれども、１０センチ以下の８センチとか９センチとかという回

数が結構ございまして、除雪回数はちょっと多くなっております。 

 以上でございます。 

佐々木委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：ありがとうございました。 

 昨年に比べて、ちょっと雪の量が全体量は少ないのかなと思ったのですが、今のお話の

ように続けて降るとか、非常に出動回数が多かったということで、予算がこうなったとい

うのは分かりました。 

 予算についてなのですけれども、これは終わって全部やってからのほうがいいのかもし

れませんが、この除雪の費用なのですけれども、まずは市のほうで全て持ち出すのでしょ

うけれども、これ国・県のほうからどのような補助的なものがあるのか確認です。教えて

ください。 

佐々木委員長：土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：補助金の件についてお答えいたします。 

 補助金につきましては、除雪に対する補助金ということで、当初は幹線道路の除雪に対

する補助金ということで、補助額２,３６０万円程度の内示を受けてございます。その後

に昨年同様なのですが、臨時特例の措置の除雪費補助金ということで、また国のほうから

要望を受けていただきまして、その一応要望として上げてはおりますが、まだ内示が来て

いないもので、どのくらいちょっと補助がつくかは分かりませんが、補助金が頂けるもの

と踏んでおります。 

 昨年度は最後のほうで２,４００万で頂いていたことですので、今年度もその程度ぐら

いは頂けるのかなというところでございます。 

佐々木委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：すみません。ありがとうございます。 

 何％ということではなくて、こちらのほうで請求、手を挙げたものに対して、どのくら

いつくのかはちょっと流動的というようなお話でよろしいでしょうか。 

 これは今、道路維持のほうにつくというお話だったように思うのですけれども、それ以

外のところにも、管理しているところの除雪もあるのですけれども、そちらのほうには補

助というのはつかないのでしょうか。 
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佐々木委員長：土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：大変申し訳ございません。 

 後からくる臨時特例措置は、もともと当初からあるものには幹線道路系と、後からくる

ものに関しては、その他の道路というところで、それに対する補助金というような形にな

ります。 

 以上でございます。 

佐々木委員長：そのほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第９号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一般会計

補正予算（第８号））は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１０号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一般会計

補正予算（第９号））を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 財務部長。 

高橋財務部長：議案第１０号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一

般会計補正予算（第９号））の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、道路の除排雪経費の予算措置が緊要となりましたので、地

方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしたものであります。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに１億２,０００万円の増額補正で、既定額との累

計では２８３億３５０万６,０００円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明いたします。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として、１億２,０００万円を増

額しております。 

 次に、３ページの歳出について御説明いたします。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持の除雪業務委託料として１億２,０００万円を

増額しております。 

 以上が、令和４年度三沢市一般会計補正予算（第９号）の概要であります。よろしくお

願い申し上げます。 

佐々木委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 



- 5 - 

佐々木委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１０号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１０号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一般会

計補正予算（第９号））は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１１号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

 財務部長。 

高橋財務部長：議案第１１号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）の概要につ

いて御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は電気料金等の高騰に伴う、各公共施設の管理費の増額のほか、事業の

確定等による減額及び財政調整が主なものであります。この結果、補正総額は歳入歳出と

もに５億５,９７９万５,０００円の減額補正で、既定額との累計では２７７億４,３７１

万１,０００円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、主なも

のを歳入から御説明いたします。 

 １款の市税につきましては、市民税、市たばこ税の増収見込みなどにより、総額で１億

３９５万９,０００円を増額しております。 

 ９款の国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、交付額の確定により５,

０３１万円を増額しております。 

 １１款の地方交付税につきましては、普通交付税の確定により３億３,４４６万７,００

０円を増額しております。 

 １５款の国庫支出金につきましては、防災行政用無線施設整備事業費補助金の減額など

により、総額で２億９,７７１万２,０００円を減額しております。 

 １６款の県支出金につきましては、子育て世帯臨時特別給付事業費補助金の減額などに

より、総額で２,５２５万５,０００円を減額しております。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金の繰り戻しなどにより、総額で７億８,

１７５万５,０００円を減額しております。 

 ２１款の諸収入につきましては、旧浜三沢社会福祉センター建物等移転補償金の計上な

どにより、総額で１億９,９３５万２,０００円を増額しております。 

 ２２款の市債につきましては、臨時財政対策債の減額などにより総額で１億４,１１８

万７,０００円を減額しております。 

 次に３ページの歳出の主なものについて、御説明いたします。 
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 ２款の総務費につきましては、防災行政用無線施設整備事業の減額などにより、総額で

８,２２８万９,０００円を減額しております。 

 ３款の民生費につきましては、生活保護扶助費の減額などにより、総額で３,０３４万

８,０００円を減額しております。 

 ４款の衛生費につきましては、予防費の減額などにより、総額で２億８,５８７万４,０

００円を減額しております。 

 ６款の農林水産業費につきましては、農業次世代育成振興費の減額などにより、総額で

２,２５３万５,０００円を減額しております。 

 ７款の商工費につきましては、産業振興費の減額などにより、総額で１,６０４万２,０

００円を減額しております。 

 ８款の土木費につきましては、駅東団地建替事業の減額などにより、総額で１億４８６

万５,０００円を減額しております。 

 １０款の教育費につきましては、小学校管理費の増額などにより、総額で１,４９４万

４,０００円を増額しております。 

 以上が、令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）の概要であります。よろしく

お願い申し上げます。 

佐々木委員長：それでは、質疑を行います。 

 遠藤委員。 

遠藤委員：それでは、補正予算書６５ページの上段なのですけれども、低所得の子育て世

帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金事業について、この下の子育て世帯臨時特別給

付金について、それぞれ減額されておりますけれども、その理由についてお伺いいたしま

す。 

佐々木委員長：市民課長。 

伊藤市民生活部参事兼市民課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 減額になった理由なのですが、まず上のほうですね。低所得の子育て世帯に対する特別

給付金ですが、これは昨年度もございました。昨年度は申請支給だった方が今年度も引き

続き低所得ということは、申請がなくて、プッシュと言いますか、積極支給になっている

方が大勢いらっしゃいました。 

 積極支給の方は昨年度と今年度と、ほとんど人数が変わらなかった。対象になる子供の

数が減っているのですけれども、同じ、ほぼ４０６人と４０５人ということなので、変

わっていなかったのですけれども、申請支給が若干減った。昨年に比べて若干減ったとい

うことで、去年に比べて所得が下がった方がそれほどいらっしゃらなかったということで

はないかというふうに見ています。当初、少し多めに見込んで予算要求をしておりますの

で、若干、見込んだ数よりは対象者が少なかったということになります。 

 下のほうの、これは県の事業なのですけれども、こちらのほうも昨年の対象児童を基に

予算計上をしたのですが、昨年は対象者が１年間、子供の数が１年間だったのですけれど

も、今年は生まれた子供が半年分ということだったので、その分ちょっと対象児童が見込

んでいたよりは少なかったので、予算がちょっと残ってしまって減額ということになりま

した。 
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 以上でございます。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：該当にならなかった方も一部いたというような説明もあったかと思いますが、

三沢市においてはこの低所得者非課税の割合というのは多いのでしょうか、少ないので

しょうか。 

佐々木委員長：市民課長。 

伊藤市民生活部参事兼市民課長：他の自治体に比べて割合が多いかどうかということで

しょうか。 

 三沢市は多分、公務員の割合が多いので他自治体に比べては少ないのではないかと思い

ます。申し訳ございません。正確な数字は捉えていませんけれども、そうではないかなと

思います。 

 以上でございます。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：なぜ、この質問なのかということなのですけれども、国の施策というのが非課

税世帯に対する給付金とか、低所得世帯に対する給付金、手当など所得制限など様々な制

限があって、全ての方に行き渡らないことが多くて、その不公平感というか、そういうの

を訴える人も増加しているような気がしているのです。特に子育て世帯には税金を納めて

いるのに恩恵がないとか、不満の声もあるかと思います。 

 ２０２１年１月１４日の記事だったと思うのですけれども、東京都の小池知事が所得制

限を設けないで１８歳以下に月５,０００円の給付を行うということでありました。 

 なぜかというと、所得制限によって納税をしている人が納税をしているがゆえに給付を

受けられないというのは子育ての罰ゲームのようになってしまうと述べていたと書いてあ

りました。 

 なので、そのいろいろな制限を設けないことで東京都のほうに移住を検討するという方

もいたと聞いております。このいろいろな考えがあるとは思うのですけれども、生活に

困っている低所得世帯だけではなくて、給付することが良いのか、また税金を納めている

方も楽な生活ではないので、全ての方に給付したほうが良いのか、とても判断が分かれる

ところで難しい問題であると思うのですけれども、小池知事のようにトップの考え方次第

で中身が変わることもあるのですけれども、小檜山市長は、非課税世帯のみへの給付、あ

るいは所得制限を設けることについては、どのように考えているのかお伺いしたいと思い

ます。 

佐々木委員長：市長。 

小檜山市長：非課税世帯というのは、貧しいから非課税なのであって、そういう方には必

要に応じて支給すべきだと思います。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：今、非課税世帯には給付すべきだというお答えでよろしかったですか。 

小檜山市長：はい。 

遠藤委員：そういうことは当然、非課税世帯は認められているものとして、いろいろ給付

はされております。その東京のほうのお話をするのはどうかと思うのですが、その非課税



- 8 - 

世帯のみの給付とか、あるいは所得制限を設けることについては、市長はどのように考え

ているのか改めてお答えをお願いしたいと思います。 

佐々木委員長：市長。 

小檜山市長：必ずしも非課税でなくても、やはりお子さんをたくさん持っている家庭など

は非常に経済的にゆるくないというふうなことは、統計等を見て一般論としてはあります

ので、やはりそういう方にも非課税でなくても、やはり子供を育てている数だとか、３子 

までいるとか、そういう方をある程度精査した上で支給すべきだと思います。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：ありがとうございます。 

 前年度というか昨年、たまたま水道料金の全世帯に対しての減免があったのですけれど

も、やはり世帯によってはとても有り難かったと。それは非課税世帯だけではなくて、や

はり全部の世帯にこういうことを行った三沢市はすごいなという声も聞いております。内

容をいろいろ精査していただいて、そういうことも考えていただければと思います。あり

がとうございます。 

 続いて、もう２点いきます。 

 ７７ページ、農業委員報酬についての増額理由を教えてください。 

佐々木委員長：農業委員会事務局長。 

小島農業委員会事務局長：お答えいたします。 

 農地を利用された交付金というのがありまして、県のほうから、検査方法も変わったと

いうことで大幅な増額がありまして、それを委員の会計年度任用報酬のほうに充てたため

になります。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：県の報酬額が変わったということで、１人に対して幾らとかが変わったという

ことですか。 

佐々木委員長：農業委員会事務局長。 

小島農業委員会事務局長：事業で１人に対して支払う額は増えた部分があります。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：ちなみに幾らから幾らに変わったというか教えていただきたいと思います。 

佐々木委員長：農業委員会事務局長。 

小島農業委員会事務局長：お答えします。 

 上乗せがありまして、１人当たり十何万ずつとかという上乗せがありまして、その分の

上乗せになります。 

佐々木委員長：幾らから幾らに変わったかというふうな質問だったので、その辺をお願い

したいと思います。 

 農業委員会事務局長。 

小島農業委員会事務局長：委員の月々の報酬がありまして、それと別に活動に対して支払

いの報酬を１人当たり年額１０万幾らという上乗せを出すということで、この額になりま

した。 

佐々木委員長：どうですか。 
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 遠藤委員。 

遠藤委員：報酬が３万５,０００円のほかに活動費が８万４,０００円ぐらいだったかな、

ちょっとうろ覚えですけれども、それが１０万に変わったということですか。 

佐々木委員長：農業委員会事務局長。 

小島農業委員会事務局長：失礼しました。基本の報酬のほかに活動に対して、パトロール

したとか、そういう日頃の活動に対しての報酬の上乗せ分です。月々の報酬のほかに、活

動に対しての報酬を上乗せしていただいたということです。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：これは、今年度だけではなくて来年度も上乗せした金額がそのまま継続的に、

委員に報酬として支給されるということで、確認なのですけれどもよろしいですか。 

佐々木委員長：農業委員会事務局長。 

小島農業委員会事務局長：来年度以降も活動に対しての報酬はあります。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：上乗せ分が改めて委員のほうに報酬として値上げされるということで理解しま

した。 

 最後の質問です。８５ページになります。 

 斗南藩記念観光村管理費に対して値上げしている分について、管理料が値上げされてい

ますけれども、内容を教えてください。 

佐々木委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：今回の増額につきましては、光熱水費の値上げに伴う増額になってご

ざいます。 

 以上です。 

佐々木委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：光熱費は光熱費として追加分があるかと思うのですが、一応、管理料に含めて

という考えでよろしいですか。 

佐々木委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：指定管理料なのですけれども、企業努力によって吸収できる部分につ

きましては、そのまま吸収していただいたり、逆に少し儲かったりというふうな多少の増

減の部分は認められてはいるのですが、今回のように企業努力等で対応できないような大

きな増額等があった場合には、各指定管理者のほうから市のほうに請求することができる

というふうに規定上なってございます。 

 今回、指定管理者のほうから増額の要望がございまして、それに対応するものでござい

ます。 

 以上です。 

佐々木委員長：そのほかございませんか。 

 小比類巻委員。 

小比類巻委員：私のほうからも二、三、質問させていただきたいと思います。 

 まずは、４５ページですね。市民協働推進費の中の協働のまちづくり市民提案事業補助

金についてです。３１７万円の減額になっておりますが、これ要は、提案者が少なくて満
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額使えなかったということなのでしょうか。それとも、その減額の内容を教えてくださ

い。 

佐々木委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 こちらの協働のまちづくり市民提案事業補助金なのですけれども、やはりコロナの影響

もあるのか、当初から申請する団体がちょっと少なくて、今回は６団体が申請されて、５

団体の補助金が支給になっております。ですので、総額１８２万４,０００円を今、支給

しているところなのですけれども、まだ決算が終わっていませんので、金額はどうなるか

分からないのですが、現時点ではこの金額になっているということで減額させていただき

ました。 

 以上でございます。 

佐々木委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：ありがとうございました。 

 やはりこの協働のまちづくり、市民と一緒になっていろいろなことを、特にまちの活性

化に関わることをやっていくというのがこの目的だと思うのですよ。 

 予算の半分も使えていないというのは、やはりちょっと問題かなと、申請者が少ないと

いう話だったのですけれども。あと、もう一つは申請者の中で例えば営利目的だとか、

ちょっとあまりにもそういう要は市民参画事業にはそぐわないということであれば、見

送ってもしようがないのですけれども。 

 そうでなければ、やはり申請者の意図を尊重して内容を一緒に直していきながら、その

事業をやっていっていただくというような、要は前向きな一緒に育てていきましょうとい

うような流れで、予算もあるわけですし、やっていただきたいなと思うのですけれども、

要は落とされた方もいるというようなことで、これから、今後、今年もこの予算が同じよ

うについているはずなのですけれども、これからのその市民との向き合い方というのが担

当課のほうで考えていたところがあれば教えてください。 

佐々木委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：はい、お答えいたします。 

 今現在、交付している内容が上限５０万円で９割の補助というふうになっているのです

けれども、やはり、その１割分の負担というのがちょっと大きいのかなというところがあ

りまして、来年度は初めてその事業をやりたいという、まだ始めたばかりの団体には

ちょっと緩く１０割補助をするようなメニューも増やす予定になっております。 

 以上でございます。 

佐々木委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：よろしくお願いいたします。 

 次、４９ページ、防災行政用無線設備の設備工事が減額になっている内容を教えてくだ

さい。 

佐々木委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：はい、お答えいたします。 

 防災行政用無線施設整備事業の補正につきましては、事業費の確定による減額となって
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おります。令和２年度からこの事業は始まっていまして、令和４年度で終わりました。最

終年度での予算額の調整ということで、１億６,３８３万９,０００円の減額となっており

ます。 

佐々木委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：ありがとうございます。 

 それでは、これは何か防災行政用無線の設備が計画していたものができなくなったと

か、次年度送りになったとかそういうことではなくて、計画していたものは全て計画どお

り設置されて、それで余剰分がこれですよということで理解してよろしいのでしょうか。 

 もう一度確認を。 

佐々木委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：事業完了ということになります。 

 以上でございます。 

佐々木委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：ありがとうございました。それで安心いたしました。 

 もう１点、最後１点なのですけれども、８３ページです。 

 昨日から、産業のほうにばかりちょっと矛先が向いてすみません。 

 すごくここ、気になっているもので、産業振興費のつながる企業プロジェクトからテレ

ワーク、多様な働き方セミナー、ここの予算なのですけれども、当初予算そのまま残って

いるということで、事業がテレワークですとか、企業との働き方、ここの事業ができてい

ないのではないかなと思うのですが、ここの内容を教えてください。 

佐々木委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいまの産業振興費の減額についてお答えいたします。 

 こちらの事業につきましては、当初、県の補助金でございます、元気事業のほうの採択

を受けて実施する予定でございました。ちなみに補助率は３分の２を県のほうからもらい

たいということで申請をしたところなのですが、今年度、残念ながら不採択となりまし

て、再チャレンジ等も折衝してきたのですが、今年度、予算がつかなかったものですか

ら、実施できなかったということで、今回、当該関連事業の部分について、この講師謝礼

以降の部分全て減額というふうな形になってございます。 

 以上です。 

佐々木委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：補助金がつかなかったから、要はこれの３倍ぐらいの予算でやりたかった

のだけれどもというお話だったと、そういうふうに理解しました。 

 ただ、やはり昨日の予算委員会のところでもお話ししましたが、やはりこういうテレ

ワークですとか、こういう企業向けの発信というのは、もうウィズコロナで全ての自治体

がスタートするところ、それで補助金がつかなかったからできない、やらないというのは

ちょっと非常に、これから地元の企業が外の企業とつながるというのも大事でしょうし、

三沢市に呼び込むというのも大事、そこが全くできなかったというのは、すごく痛手では

ないかなと思うのですよね。 

 これだけの予算、４７０合わせて５００万以上あったら、何かできると思うのですけれ
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ども、やはり今年はこういうところで計画ありますか。このこういう企業とのつながりと

いうところ。 

佐々木委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいまのつながる企業プロジェクトにつきましてお答えいたしま

す。 

 実はこの事業につきましては、昨年度も実施してございまして、昨年度において市内の

各企業、あと行政とともに連携を深めるための会議等を複数回開催したところでございま

す。 

 今年度の予算がちょっと大きいのですけれども、専門家の助言の下のワークショップの

ほか、先進地のほうの事例を見に行きたいというふうなことで申請してございました。

ちょっとそこが県としては難色を示したのが大きかったのかなというふうに思ってござい

ます。 

 しかしながら、市内の各企業への支援等につきましては、重要であると考えております

ので、ここの違う部分の予算等でカバーしていければと思っております。 

 以上でございます。 

佐々木委員長：そのほかございませんか。 

 澤口委員。 

澤口委員：予算書で言いますと、３４ページになります。 

 諸収入の中の６項ですか、スカイプラザミサワ株式会社の貸付金のことでございます

が、まず確認をさせていただきたいのですが、私の記憶では当初、３,０００万の貸付金

を実行したと思うのですが、今回の６００万の返還については、これが最後ということで

間違いないでしょうか。 

佐々木委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいまのスカイプラザからの歳入についてお答えいたします。 

 澤口委員のおっしゃるとおり、３,０００万円の貸付でございまして、今回の６００万

円をもって最後の返済となってございます。 

 以上です。 

佐々木委員長：澤口委員。 

澤口委員：この予算書に対する答えのどうのこうのというお話ではございませんが、この

スカイプラザの件につきましては、三沢市にとっては非常に重要なものであり、いろいろ

な紆余曲折を経て今日に至っているわけなのですが、まさに古くて新しい大きな大きな課

題であります。 

 昨日も来年度予算の中で、空き店舗の中で、スケボーと言うのですか、そういったもの

も考えてみたいということが議論されておったわけでございますが、正直、私は若干とい

うか相当違和感を感じておりました。これは反対するものではございませんが、果たして

それが正常なあり方なのかなという思いで聞いておりました。 

 そこで、私は何点か市当局のお考えを少しお伺いしたいわけなのですが、スカイプラザ

に限らず、我々国民全体の生活がコロナと、しかもロシアがウクライナに戦争を仕掛けた

ということがありまして、我々の食料にしろ燃料にしろ、非常に国民が困っているわけな
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のですね。とりわけこのスカイプラザについても、恐らく私、決算書をちゃんと分析はし

ておりませんが、正直なところ決して良い状態ではないというふうに捉えております。 

 そこで、施設の中には冷凍・冷蔵、それから照明・電気、さらに言うと灯油等の暖房費

等は相当かかっているはずなのですね。 

 それで一つお伺いしたいことは、このいわゆるコロナ対策の中でこういった部分の助成

対策を国・県でいろいろ打ち出していると思うのですが、何か実績あるのでしょうか。分

かる範囲内で教えてください。 

佐々木委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：スカイプラザミサワに対する助成についてお答えいたします。 

 今回のまず６００万円の返済についてでございますけれども、本来であれば令和２年度

に返済する予定でございました。コロナ禍において、やはり経営が厳しい状況が続いてい

たことから、令和２年度、そして次の年の令和３年度ともに翌年まで延長していただきた

いということで、市のほうに申入れがございまして、それに応じるような形で今年度まで

引き延ばしてございます。 

 今年度につきましては、スカイプラザのほうで返済したいというふうな話でございまし

たので、補正予算とさせていただいたものでございます。 

 以上でございます。 

佐々木委員長：澤口委員。 

澤口委員：私の言い方が上手ではなかったのですが、コロナ対策として国・県でいろいろ

な企業に対する助成対策をやりましたよね。そういう面でのスカイプラザが受けた実績と

いうのがあるかどうかということですね。分かったら教えてください。 

佐々木委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：市内の各企業と同様に各持続化給付金等の受給をされたというふうに

聞いてございます。 

佐々木委員長：澤口委員。 

澤口委員：はい。分かりました。 

 私が何でこれを取り上げたかということなのですが、企業ですから一時的には企業が自

分の努力で、会社を切り盛りしていくというのが原則であることは言うまでもないわけな

のですが、しかし、話せば長くなるので申し上げませんけれども、このスカイプラザにつ

いては三沢市のまちづくりの基本的な考え方から申し上げましても、ぜひともきちんと存

続させて、よそに誇れるようなまちづくりの一つにしなければならないというのは、皆さ

んも異存はないと思うのですが、ただ、現状は非常に厳しい状況に置かれているというの

は、もう誰が見ても分かるわけなのですけれども。 

 そこで、市として今後、このスカイプラザの応援とは申しませんけれども、関わりをど

ういうふうにもっていくかということを、ぜひお伺いしたいと思うのです。余談になりま

すけれども、経済部長とか担当課長はこのことをしょっちゅう議論しているわけなのです

が、なかなか妙案が出てこないということなのですけれども。 

 でも、私は何らかの形でこの言葉が適切なのかどうか分かりませんけれども、支えると

いうことが必要ではないのかなと日頃から感じておりました。その辺のところのお考えが



- 14 - 

ありましたら、ぜひお聞かせいただきたいと思います。 

佐々木委員長：市長。 

小檜山市長：今、澤口委員のほうから支えるということがもっとも大切ではないかと言う

お話がありました。確かに私もそう思います。 

 あれは三沢がアメリカの雰囲気を醸し出すという、そういったまちの中で顕著にそれを

実現する施設ということで鳴り物入りで行政がテコ入れしてなったわけでございます。当

然のことながら今現在、三沢市は筆頭株主でございます。したがいまして、その筆頭株主

として、やはり倒れられては困るのですよ。ですから、この間も何かあったときにこの商

工会のほうでも、それから責任者の方も三沢市に報告に来ました。 

 それで、これまで何とか今申しました３,０００万円の返済が滞っていたものを、何と

か返済したいということでしたので、それは非常に嬉しかったのですけれども、今度は魚

民・笑笑というこの月家賃２３万から２４万、そういうところが突然引き上げて、またし

てもこの年間２５０万程度の減額になったということで。 

 では、三沢市ではどういうサポート体制があるかということも考えました。そして、

今、スケートボードの会場、そういったものを場所選定に苦慮していたわけですけれど

も、そこの空いたところが選択肢の一つにならないかという意見も出ましたので、そう

いったことも考えて、これから検討して何とかこの三沢市の一番のメインゲートのところ

にあります、このプラザが軌道に乗るように、これからも応援していきたいというのは、

イベントがあれば必ずあそこは非常に生きてくるところでございます。外国人も集まって

きて、もちろん日本人も一緒に集まって様々なイベント会場として、あれがなくなればこ

の三沢市がアメリカの雰囲気を出すという、そういう状態も非常に難しくなってきますの

で、今、澤口委員が申したとおり、これからも何とか支える方向でいろいろな選択肢を考

えてまいりたいと思います。 

 以上です。 

佐々木委員長：澤口委員。 

澤口委員：私も自分の思いを少し申し上げるわけなのですが、今はこういう立場にあるの

ですけれども、在職中にこれに深く関わった１人として、非常に反省する点もたくさん

持っております。 

 今、市長から三沢市にとっては重要だという意味合いのいささかもぶれないまちづくり

の姿勢が示されました。このことを大前提として私どもも議会としても、これはしっかり

考えていかなければならない問題だというふうに私は個人的に思っていました。 

 ぜひ、今後とも執行部におかれましても、このスカイプラザにつきましては、応援とい

う言葉はあまり使いたくないですけれども、そういう姿勢というか思いを持っていただけ

ればということですので、よろしくお願いいたします。 

 市長、どうもありがとうございました。 

佐々木委員長：そのほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１１号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１１号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）は、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１２号令和４年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議題

といたします。 

 当局の説明を願います。 

 市民生活部長。 

田中市民生活部長：議案第１２号令和４年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）の概要につきまして御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、保険基盤安定繰入金の増額に伴う財源調整が主なものであります。

その結果、補正増額は歳入歳出ともに２,０００円の増額補正で、既定額との累計では３

９億４,８２２万８,０００円となったところであります。 

 それでは、予算書２ページ第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入から御説明申し上げ

ます。 

 ６款繰入金は、保険基盤安定繰入金の増額が見込まれることから、一般会計からの繰入

を２,３１０万円増額し、診療報酬支払準備基金からの繰入を２,３０９万８,０００円減

額することにより、差し引き２,０００円の増額とするものであります。 

 続きまして、３ページの歳出について御説明申し上げます。 

 １款総務費は、徴収費として２,０００円を増額するものであります。 

 以上が、議案第１２号令和４年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の概

要であります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

佐々木委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長： 質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１２号令和４年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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 次に、議案第１３号令和４年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を願います。 

 健康福祉部長。 

篠田健康福祉部長：議案第１３号令和４年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）

につきまして、その概要を御説明申し上げます。 

 予算書の２ページと３ページを御参照願います。 

 今回の補正予算は、保険給付費の増額に伴う財源調整等が主な内容となっております。

これにより、歳入歳出それぞれ３,９５８万５,０００円を増額し、予算総額は現計予算額

との累計で３８億５,９０８万６,０００円とするものであります。 

 初めに、歳入について御説明いたします。 

 １款保険料の４２万６,０００円の減額は、第１号被保険者保険料の調定比較額の精算

によるものです。 

 ３款国庫支出金の２,４７５万６,０００円の増額は、保険給付費の増額に伴う財源調整

及び関係交付金の増によるものです。 

 ４款支払基金交付金の１,０５５万７,０００円の増額並びに５款県支出金の５１８万

９,０００円の増額は、保険給付費の増額に伴う財源調整によるものです。 

 ７款繰入金の１６８万１,０００円の減額は、低所得者保険料軽減繰入金の交付額決定

等によるものです。 

 ９款諸収入の１１９万円の増額は、第三者行為納付金の増によるものです。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １款の総務費は、公用車更新に係る入札残等の５１万５,０００円を減額するもので

す。 

 ２款の保険給付費は介護サービス等諸費をはじめとした、各サービスに係る給付費等を

推計、精査したもので、３,９１０万円を増額するものであります。 

 ７款の諸支出金は、国の地域新事業交付金を前年度の事業実績による精算のため、１０

０万円を増額するものであります。 

 以上が、令和４年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）の概要であります。よ

ろしくお願いいたします。 

佐々木委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：御異議なしと認めます。 
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 よって、議案第１３号令和４年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１４号令和４年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議

題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 市民生活部長。 

田中市民生活部長：議案第１４号令和４年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）の概要について御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、後期高齢者医療広域連合納付金と、その財源調整が主なものであり

ます。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに２,３２６万９,０００円の増額補正で、既定額と

の累計では４億９,４５３万２,０００円となったところであります。 

 それでは、予算書２ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入から御説明申し上

げます。 

 １款後期高齢者医療保険料は、特別徴収及び普通徴収の増により、２,０６９万７,００

０円増額するものであります。 

 ３款繰入金は事務費繰入金を１６６万６,０００円減額するものであります。 

 ４款諸収入は、還付金及び保険事業費の財源調整により、２８１万６,０００円減額す

るものであります。 

 ５款繰越金は、前年度繰越金の増により、７０５万４,０００円を増額するものであり

ます。 

 次に、３ページの歳出について御説明申し上げます。 

 １款総務費は、口座振替手数料の増により、３,０００円増額するものであります。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金は、後期高齢者医療広域連合への納付金の増によ

り、２,７９５万８,０００円増額するものです。 

 ３款保険事業費は、特定健康診査等の委託料及び人件費の調整により、４８１万８,０

００円減額するものであります。 

 ４款諸支出金は、還付金の増により１２万６,０００円増額するものであります。 

 以上が、議案第１４号令和４年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の

概要であります。よろしくお願い申し上げます。 

佐々木委員長：それでは質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１４号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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佐々木委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１４号令和４年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２９号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

 財務部長。 

高橋財務部長：議案第２９号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）の概要につ

いて、御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、道路の除排雪経費に要する補正であります。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに７,０００万円の増額補正で、既定額との累計で

は２７８億１,３７１万１,０００円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明いたします。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として７,０００万円を増額して

おります。 

 次に、３ページの歳出について御説明いたします。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持の除雪業務委託料として７,０００万円を増額

しております。 

 以上が、令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）の概要であります。よろしく

お願い申し上げます。 

佐々木委員長：それでは質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第２９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２９号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）は、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、補正予算審査特別委員会を閉会いたします。 

午前１１時０７分 閉会   

 

以   上 
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委 員 長   佐々木 卓 也   

 


